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■ お問い合わせ先

和歌山大学観光学会事務局

〒640-8510　和歌山市栄谷 930  和歌山大学観光学部観光実践教育サポートオフィス内
TEL ／ FAX　073-457-8553　　E-mail　tourism-er@center.wakayama-u.ac.jp
URL　http://www.wakayama-u.ac.jp/tourism/tourism_studies.html

2017 年

3 月 23 日（木）
        9 時 10 分～ 17 時 40 分

和歌山大学観光学部棟 T-101 教室
（和歌山市栄谷 930番地）

主催：和歌山大学観光学会

共催：和歌山大学観光学部

和歌山大学観光学会第６回大会は、 本学大学院観光学研究科生による修士論文／博士論文報告および

2016 年度観光学部卒業論文賞受賞者による発表を行います。

事前の参加申込は不要です。

会員のほか、 一般の方の参加も歓迎いたします。 多くの皆様のご来聴をお待ちしております。

■ プログラム（詳細は裏面をご覧ください。）

　　1. 2016 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文報告（Ｍ２成果発表）

　　2. 2016 年度 和歌山大学観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表

　　3. 2016 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程報告検討会（Ｄ１）

　　4. 2016 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程報告検討会（Ｄ２）

　　5. 2016 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程修了生報告会

2017 年

3 月 23 日（木）
        9 時 10 分～ 17 時 40 分

和歌山大学観光学部棟 T-101 教室
（和歌山市栄谷 930番地）



和歌山大学観光学会 第６回大会　プログラム
2017 年３月 23 日（木）9 時 10 分～ 17 時 40 分

 

9:10 開会の辞

9:20
中国少数民族観光における観光文化の真正性の視点から持続可能な発展に関する研究
-母系社会の瀘沽湖摩梭人-

王　磊

9:35 芸術としての茶道に関する考察 緒方　梨絵

9:50
インバウンドの増加に伴う農村観光の展開可能性
-和歌山県田辺市を事例に-

島袋　あずさ

10:05
マーケティング戦略でみた未病を健康にするヘルスプロモーション・ツーリズムの可能性に関する研究
～　済州島から学ぶ和歌山県への提言　～

張　美慶

10:20 アラブ首長国連邦・カタール・クウェートにおけるイスラム教徒訪日観光意識の研究 中谷　吉弘

10:35 レジャー活動としての「ガールズトーク」現象に関する考察 中村　夏美

10:50
伝統産業産地の変容に関する考察
-観光振興に活路を求めて-

水野　巧基

11:05
欧米外国人旅行者における日本の観光地の潜在能力
～和歌山県に見るインバウンド観光の可能性～

南　文乃

11:20 台湾を訪れる日本人リピーターの心理と行動特性に関する研究：コミットメント・アプローチによる分析 林　殷如

11:35
行政による支援事業が地域づくり団体に与える影響に関する研究
-ひょうごふるさとづくり青年隊事業を事例に-

渡邊　宰

12:50 卒業論文賞、修士論文賞講評 審査委員会委員長

12:55
〔最優秀卒業論文賞〕
植民地ツーリズムと台湾における「日本統治時代の建築物」
－新規性のあるツーリズムの形態の確立－

家谷　翔太

13:10
〔優秀卒業論文賞〕
クチコミサイトにおける評価項目と参考値の関係
―どのようなクチコミが参考にされるのか―

内芝　伶奈

13:25
〔優秀卒業論文賞〕
大阪ミナミのエリアマネジメント活動に関する研究
～南海難波駅周辺におけるエリアマネジメント組織に着目して～

小澤　秀斗

13:50 戦後日本の農家女性をめぐる研究の到達点と課題 植田　淳子

14:05 旅行の前段階における65歳以上の国内旅行者モチベーションに関する研究 大島　安奈

14:20 中国の資源枯渇型都市における都市再生に関する基礎的考察 宋　謙

14:35
市民農園の新たな展開による地域コミュニティの変容
―東京都練馬区農業体験農園を事例に―

藤井　至

14:50
Pilgrimage sites and cross-national visitor profiling:
Kumano Kodo's Nakahechi route as a case study

PROGANO RICARDO NICOLAS

15:05 インバウンド観光とホスピタリティ～日本版ＤＭＯの活用～ 矢島　正枝

15:20 台湾における観光の歴史と変遷 藍　宜芳

15:45 航空会社のCSRの意義と持続可能性 加里本　敏恵

16:00
観光を通じた災害復興の可能性と課題
―インドネシア・ムラピ山噴火災害を事例として

間中　光

16:15 通訳案内士制度を始めとするインバウンド観光推進に係る諸制度の検討 櫻井　紀彦

16:30
総支配人の資質
〜ホテルで活躍する人はどのような人か〜

橋本　俊作

16:45 ウェルネスツーリズムと、ヘルスツーリズム、スパツーリズムとの関係性について 森田　浩司

17:00 「複合型コミュニティ」の創造と観光まちづくり 竹田　茉耶

17:30 閉会の辞

◆2016年度 大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文発表 （M2成果発表）（各　発表12分、質疑応答3分）

◆2016年度 大学院観光学研究科博士後期課程（Ｄ1）報告検討会（各　発表12分、質疑応答3分）

◆2016年度 大学院観光学研究科博士後期課程（Ｄ2）報告検討会（各　発表12分、質疑応答3分）

◆開会

昼休憩　　11：50～12：50

◆2016年度 観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表（各　発表12分、質疑応答3分）

休憩　　13：40～13：50

休憩　　15：35～15：45

◆閉会

◆2016年度　和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程修了生報告会（発表25分、質疑応答5分）


